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西宮市社会福祉協議会ボランティアセンター広報紙

くれよん「１０」

・全日本あすなろ腹話術協会西宮支部
・むぎばたけ
・CoCoCara（ここから）
・演劇サークルいろは

これまでのボランティア活動の功績を称え、
６月５日に行われた「善意の日のつどい」
にて、市長表彰が行われました。

移動図書ボランティアうりぼう
ー 活 動 再 ス タ ー ト の 記 録 －

コロナの影響・ボランティアの高齢化…
活動をどうするか、悩んで話して辿り着いた
かたちをご紹介します。

うりぼうさんは、病院の入院患者を対象とした図
書の貸し出しボランティアを平成１５年から行って
いました。
しかし新型コロナウイルスの感染拡大によって令
和２年から活動休止せざるをえなくなり、その後も
しばらく院内での活動が出来ない状態が続いていま
した。ボランティアのメンバーも歳を重ね、いよい
よもう活動を諦めるしかないのでは…という話も挙
がり始めるようになりました。
そのような状況を受け、うりぼうボランティアの
みなさんと市社協ボランティアセンターの職員で今
後の活動について話し合いを始めました。保存して
いた本はどうするのか？活動を続けるなら場所は？
貸し出し方法は？…など、今できることを一つずつ
話し合って整理していきました。

「活動をやめようと思っていました」
「総合福祉センター内で移動図書を行ってはどう
か？」という話は少し前から出ていたそうです。福
祉センターには障害を持った方も多く訪れており、
本屋さんや図書館に気軽に行けない人が本と出会う
きっかけになればと、活動場所を福祉センターに移
して再開することが決まりました。
そして今年の７月１０日、約６年ぶりにうりぼう
の活動が再開！福祉センターの１階と３階を移動し
ながら約１時間、なんと５０冊を超える貸し出しが
ありました。立ち寄った方にボランティアさんが本
を紹介したり、本をきっかけにおしゃべりがはずみ、
借りる側も貸す側も笑顔あふれる時間となりました。

★詳しい様子は西宮市社協のホーム
ページをご覧ください。

福祉センターで再スタート

＝活動日＝

毎月第２木曜
１４：００～１５：００

西宮市総合福祉センター
１Fと３Fを

移動しながら活動

ボランティアセンターまでご連絡ください♡

ボランティア
募集中

図書ボランティア「うりぼう」で一緒に活動してみませんか？

毎月第２木曜日 １３：３０～１５：３０ごろまで

図書の運搬や整理、貸し出し など

詳しい内容はボランティアセンターまでお問合せください♪



●●●あとがき ●●●
西宮市社会福祉協議会の
ホームページがリニューアルしました！

ボランティアセンターの毎月の予定をup
しています。皆さん、のぞいてみてください。
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LlNEアプリの「お友だち追加」
→「lD/電話番号」から右のlDを
入力しご登録ください。

★lD検索から
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@109zpzhn

はっぽう

ボランティアコーディネーターのつぶやき

ボランティアコーディネーターのつぶやき
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西宮市社会福祉協議会ボランティアセンター

夏休
み×学生＝

ボランティア！

集めています！

紙袋・包装紙・使用済み切手

お家で眠ったままの紙袋や古切手はぜひボランティアセン
ターまでお持ちください！
紙袋や包装紙はエコ封筒に、古切手は整理して障害者支援を
行っている団体に寄付するボランティア活動に使われます。

各SNSご案内

広報誌発行が遅くなり大変申し訳ありませんでした。
今年度からボランティアセンターに配属となり、一面でご紹
介したうりぼうさんの活動再開に関わらせていただきました。
グループ名「うりぼう」の由来はグループを結成した年の干
支「いのしし」からきているそうです。グループ名にもそれ
ぞれの思いやエピソードがあり、大切にしたいと思いました。
ぜひみなさんの所属するグループや団体の名前の由来も教え
てください(^^)                                                    （ほんだ）

今年の夏も小学生から大学生までのたくさんの“学生”と暑
さに負けずパワー全開で走り抜けました!!
サマーボランティアスクールは53人の中高生が参加して

くれました。チラシを見て自分から参加しようと申し込んで
くれた子たち。それだけで凄いことだと思います。
わくわくひろばは大学生の「今年もやりたい」の言葉が実

現しました。遅い時間まで企画ミーティングをして違う大学
の学生どうしが意見を出し合う姿は見ているだけでワクワク
します。当日は小学生のみんな大喜びで楽しんいました。
今年の夏もたくさんの出会いを近くで見せてもらいました。                                        

この子たちがこれからもボランティア活動を通して出会う
人たちと“わくわく”を楽しめることを祈っています。
その一方で大学４回生の学生の中には今回が最後になる人

たちもいました。「学生の時にボランティア活動をして良
かったです!!」と堂々と言い切る学生に胸が熱くなり、「卒
業したらちゃんとお礼を言いに来ますね」と言われ 早くも
寂しい気持ちに。私こそ、このような学生と出会えて幸せだ
なと改めて感じました。

2025ボラセンの夏…たくさんの人の出会いに感謝しなが
ら終えることができました。                  

夏休みは学生さんが何かを始めるのにぴったりな季節！
この夏も学生さん向けの様々な講座やイベントを実施しました。

その様子を少しご紹介します。

小学生から大学生まで、夏休みだからこそできる
体験と学びがあったことが参加者のアンケートか
ら読み取ることができました。来年の夏休みも良
い出会いがありますように…★
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